
がん登録部会 活動状況 

 

1. 第 1 回新潟県がん登録部会 

 ・メールにて開催：議事録     （資料 1） 

 ・がん登録部会員名簿         （資料 2） 

 

2. がん拠点病院 登録数（2018 年）     （資料 3） 

 

3. 都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会がん登録部会 

 ・6 月 16 日 Web 会議にて開催    （資料 4） 

 ・院内がん登録 2017 年カバー率の推定結果（2020 年 6 月 19 日公表） 

        （資料 5） 

 ・院内がん登録全国集計・生存率集計報告書について（今後公表） 

        （資料 6） 

① 2019 年全国集計：例年通り 

2012 年 5 年生存率集計 

            この年から病期登録が UICC7 版準拠となり単年での集計 

           （問題点：単年のため、症例数が少なくハイフンが多くなる） 

           （施設別の集計は行わず、都道府県別までを集計・公表） 

     ＊県のコメント     （資料 7） 

② 2007 年 10 年及び 2014 年 3 年生存率は、全体集計のみ 



令和２年度 新潟県がん登録部会審議資料（メールにて審議） 

 

１．令和２年度全国がん登録部会について 

 令和２年６月１６日（火）国立がん研究センター第１会議室を会場にして、部会参加

者の施設とＷＥＢ会議を行った。審議事項、プログラム並びに当日資料、議事要旨は支

援ＨＰ掲載に掲載されている通り。 

 

①今年度の認定試験、更新試験について 

 集合型の研修や試験は全て中止。研修は e-learning、試験はＣＢＴ試験で行う。 

 

②全国集計並びに２０２０年症例からの変更点について 

 ０年集計、予後付集計は８月１１日から開始。 

 ２０２０年症例から、ＩＣＤ－Ｏ３．２を採用。 

 

③生存確認情報等の取扱いについて 

 全国がん登録から得られた予後情報はカルテに転帰しない→変更なし 

 

④データ活用について 

 患者体験調査、全国集計データの２次利用、都道府県がん対策について整備を行う。

２０１６年症例以降の予後調査支援事業は行わない。全国がん登録から提供される生存

確認情報をルールに則って利用することは可能。（目的外使用は禁止） 

 

２．２０１８年症例集計結果について 

 事前に各施設より集計し、一覧表を配布済。今年はＧＩＳＴを特別集計の対象とした。

全体の特徴として、胃がんの症例数が減少傾向にあることがうかがえる。新潟市におい

ては、胃がんの内視鏡検診が２年に１回、長岡市ではＡＢＣ検診の普及が要因の一つと

して考えられる。 

 

３．２０１９年症例全国集計について 

 前述の通り、８月１１日から集計開始。２００８年２０１３年２０１５年の予後付も

同日より集計開始。 

 国がんからは、各都道府県の提出締切が設定されているなら、その後に提出して欲し

いとのことであったが、新潟県は８月３１日が締切推奨日（全国がん登録マニュアル参

照）となっているので、可能な施設はこちらを遵守してもらいたい。 

４．２０２０年症例からの変更点について 



 支援ＨＰに掲載されている通り、ＩＣＤ－Ｏ３．２を使用することとなったが、従来

の紙媒体の資料は発行されない様子なので、各施設、検索システムや国がん提供のＥｘ

ｃｅｌ資料、ＰＤＦ資料を利用して作業を行うこと。 

 性状コードに変更のある組織型もあるので、「登録の注意」を熟読してから作業する

こと。 

 

５．その他 

 全国集計に関する検索システムに加え、生存率の検索システムが稼働する予定。体験

版では、局在や性別、年齢等を選択した後、生存曲線のグラフが提供された。正式稼働

のアナウンスがあったら、ぜひ利用してみてもらいたい。 

 今年度は県内集計の特別集計はＧＩＳＴのみであったが、各施設で工夫をこらしたデ

ータ利用をお願いしたい。 





県内拠点病院がん登録数 

 

 

 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

がんセンター 2507 2459 2464 2573 2861 2686 3175 3120 3312 3494 3479 

県立中央 1115 1268 1257 1356 1413 1367 1410 1394 1669 1638 1575 

新潟市民 1301 1462 1594 1610 1722 1707 1815 1889 1892 1871 1803 

長岡日赤 1301 1527 1576 1560 1753 1807 1782 1812 1765 1830 1999 

長岡中央綜合 1377 1422 1423 1536 1535 1719 1685 1801 1922 2089 1954 

新潟大学 1690 2000 2087 2087 2105 2252 2232 2403 2499 2564 2820 

県立新発田 1001 1116 1189 1214 1203 1227 1232 1293 1425 1423 1479 
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都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会がん登録部会プログラム 

 
日時  2020 年 6 月 16 日（火） 15：00 ～ 17：00 

（WEB 開場 14：30～） 

会場 国立がん研究センター（WEB 開催） 

 

プログラム 

０．報告事項（資料のみ・事前配布） 
① 最近のがん登録の動向 

i. 予後調査⽀援事業、院内がん登録⽣存率・全国集計データ収集、QI 研究の⽇程（資料 2-1） 
ii. 院内がん登録での 2020 年症例からの ICD-O-3.2 の導⼊について（資料 2-2） 

iii. 院内がん登録実務者研修・認定試験等の形式変更と⽇程について（資料 2-3） 
iv. 全国がん登録の動きと⽣存状況確認情報の提供（資料 3） 

② 院内がん登録 2017 年カバー率の推定結果（資料 4、議事検討事項１） 
③ 都道府県のがん登録実務者への研修会実態調査と院内がん登録実態調査の結果（資料 5） 
④ 院内がん登録全国集計・⽣存率集計報告書について（資料 6、議事検討事項 2） 

i. 2019 年全国集計、2007 年 10 年･2012 年 5 年･2014 年 3 年⽣存率公表について 
ii. 院内がん登録全国集計結果閲覧システムの改修 

iii. 院内がん登録⽣存率集計閲覧システムの開発 
 

１．挨拶                         （15：00-15：10）               
２．Web 報告 

１．今年度の院内がん登録実務者の認定・更新について  （15：10-15：25 資料 2-3） 
２．がん登録推進法 20 条による⽣存確認情報等の施設提供 （15：25-15：40 資料 3、資料１） 
３．院内がん登録データの活⽤について         （15：40-15：55 当⽇資料①） 
 

３．議事 
① 院内がん患者カバー率集計について         （15：55-16：15 資料 4 参考） 

 施設別はどうするか？        当⽇資料② 
② 院内がん登録⽣存率集計に関する確認事項 4 点        （16：15-16：35 資料 6、当⽇資料③） 
③ 院内がん登録集計結果の施設への還元のあり⽅について（16：35-16：50） 

 
４．その他・連絡                      （16：50-17：00） 

 ・事前質問について 
 ・事前配布資料についての質問 

 



資料 
１．前回議事要旨  
２．予後調査⽀援事業・全国集計データ収集・研修他の予定について 
 訂正あり（再配布の予定） 
３．全国がん登録関連情報 
 追加情報あり（再配布予定） 
４．院内がん登録 2017 年カバー率 
５．院内がん登録実務者への研修会及び院内がん登録実態調査結果 
６．院内がん登録全国・⽣存率集計 
 訂正あり（スライド９の表中数字） 
 
当⽇資料 

① 院内がん登録データの活⽤について 
② 施設の都道府県がん患者カバー率集計の扱い 
③ 院内がん登録⽣存率集計：確認事項 

  



院内がん登録 2017 年カバー率の推定結果 

（URL：https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/brochure/hosp_c_registry.html） 

 

 

 

新潟県 

 罹患数に占める院内がん登録全国集計参加病院登録割合：初回治療割合 

（上皮内がん除く）：68.1％ 

（上皮内がん含） ：69.3% 

  

＊登録対象病院 がん診療連携拠点病院等 8 施設＋1 施設 

            県推薦病院 5 施設 

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/brochure/hosp_c_registry.html




2012 年生存率集計 都道府県別集計に関するコメント 

 

1． 都道府県の生存率集計値についてのご意見 

今回の生存率集計では、拠点病院の全 7 施設と推薦病院の 1 施設の計 8 施設が

集計対象となっております。集計対象者は 10768 名であり、予後の把握割合は

96.9％でした。各がんにおけるデータは新潟県の医療状況をよく反映しているもの

と考えられます。 

予後調査において、一部の自治体で協力が得られないとの報告があります。今後

予後把握割合が低下する危惧があり、協力を得られるような対応策を講じる必要

があると思われます。 

 

2．都道府県名 

新潟県 

 

3． 回答責任者 

新潟県がん診療連携協議会 がん登録部会 中川 悟 


